
１．実施期間 ：　　令和５年１２月２１日（木）～令和６年１月２５日（木）

２．提出者数 ：　　 　２０人

３．意見数 ：　　 １６１件

４．意見の対応状況

33 15 11 10 13 161

1 2 3 10 31

計 18 16 23 22

Ｅ．その他要望・意見等 8 1 3 2 1

15 9 4 5 0 54

0 0 0 0 3

Ｄ．具体的な事業の実施に
　　あたり参考とするもの 1 8 6 6

Ｃ．計画（案）には盛り込ま
　　ないもの 0 1 0 2 0

17 5 4 1 2 70

0 1 1 1 3

Ｂ．意見の趣旨等は、
　　計画（素案) に盛り込み
　　済みのもの

9 6 14 12

第７章
概算工事費

第８章
工事
スケジュール

その他、計画
全般について

計

Ａ．意見の趣旨等を反映し、
　  計画（案）に盛り込む
　　もの

0 0 0 0 0

鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実施結果について

（単位：件）
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対応区分

項 目

1



2

鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続で提出された意見等の対応状況について

第１章　基本計画の策定経緯 対応区分

第２章　基本方針 Ａ．意見の趣旨等を反映し、計画（案）に盛り込むもの

第３章　現状・課題の整理と整備基本方針 Ｂ．意見の趣旨等は、計画（素案）に盛り込み済みのもの

第４章　課題解決の方向性と具体的な取組み Ｃ．計画（案）には盛り込まないもの

第５章　執務室等配置計画・外構計画 Ｄ．具体的な事業の実施にあたり参考とするもの

第６章　仮設庁舎計画 Ｅ．その他要望・意見等

第７章　概算工事費

第８章　工事スケジュール

その他、計画全般について

番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

1
第１章　基本計画の策
定経緯

　P.１　計画期間　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画に基づき、令
和６年～令和１０年の５年間とします。を追加で記載した方が理解で
きると思う。

　ご意見については、供用開始までの期間が記載された「第８章　工
事スケジュール」に示しております。 Ｂ

2
第１章　基本計画の策
定経緯

 旧谷山市との合併以降、人口、経済活動ともに飛躍的な発展を続けて
いる谷山地域の拠点である谷山支所は、竣工後４５年以上経過し、人
口増や市民ニーズに合致した庁舎の早期改修が望まれるところであ
る。従って前年度に策定された谷山支所庁舎改修基本構想を踏まえた
この度の基本計画素案作成を歓迎する。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

3
第１章　基本計画の策
定経緯

 S５３年竣工当初からの人口の増加を踏まえると、人口に見合った新
しい庁舎建設もあってもよいと思う。

　ご意見については、「序章 鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策
定経緯・位置づけ・関係法令」－「１．基本計画の策定経緯」のグラ
フ１、グラフ２で、これまでの人口増加や、今後の人口推移について
示しており、人口に見合った庁舎への改修に取り組んでまいります。

Ｂ

4
第１章　基本計画の策
定経緯

 既存の庁舎を活用するのであれば、機能を充実して使いやすいものに
リニューアルして、長く使える計画をたててほしい。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

5
第１章　基本計画の策
定経緯

 策定の経緯については、概ね理解はできる。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

6
第１章　基本計画の策
定経緯

 県内の他市と比べても人口が多い谷山地域の行政サービスを提供する
施設としては、利便性が低すぎることから、もっと早く着手すべき
だったと思う。

　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

7
第１章　基本計画の策
定経緯

　庁舎の老朽化が進み大改修が必要なことは理解できました。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

8
第１章　基本計画の策
定経緯

　谷山地区の人口増に対し谷山支所の狭さは以前より感じていまし
た。今後、鹿児島県も過疎化が進むと思われますが、この地区の人口
が減少に転じるのはまだかなり先ではないかと考えます。簡単なこと
ではないと思いますが「改修」ではなく「移転」「建て替え」の案は
ないのでしょうか。

　ご意見として承ります。
なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置
づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保
全計画において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１
０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正
に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要
がある」としております。

Ｅ

項　目



番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

9
第１章　基本計画の策
定経緯

　建設後に４０年以上経過しているならば、老朽化した設備の取替え
や改修は必要と思う。

　ご意見については、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の
策定経緯・位置づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で
「本支所庁舎の保全計画において、建物目標使用年数を８０年として
いるため、令和１０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり
支所の機能を適正に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要
な整備を行う必要がある」としております。

Ｂ

10
第１章　基本計画の策
定経緯

　８０年とは言わず、もっと長く使えるように考えてもいいのでは。 　ご意見として承ります。
なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置
づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保
全計画において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１
０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正
に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要
がある」としております。また、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修
基本計画の策定経緯・位置づけ・関係法令」－２の【基本計画の位置
づけ】で、「鹿児島市公共施設等総合配置計画」を上位計画としてお
ります。

Ｅ

11
第１章　基本計画の策
定経緯

　老朽化していると断言できるような様々な支障が生じているのに、
なぜ取り壊しではなく建て替えなのかが気になりました。３０億円以
上をかけて３０年程度しか適正に機能が保てない恐れがあるのなら
（今回の工事で手を入れきれなかった箇所がまた後々、数年単位で支
障が生じてくるのなら）今、全てを取り壊して新調し、この先の未来
少しでも長くすべての施設が良好な状態で使用できる期間を延ばして
あげた方がいいのではないかと感じたからです。また、保全計画にお
いて建物目標使用年数が８０年となっていることが今回、取り壊しで
はなく建て替えとなった理由のようにも感じたので、そもそもなぜ建
物目標使用年数が８０年と設定されたたのかも気になりました。

　ご意見として承ります。
なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置
づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保
全計画において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１
０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正
に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要
がある」としております。また、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修
基本計画の策定経緯・位置づけ・関係法令」－２の【基本計画の位置
づけ】で、「鹿児島市公共施設等総合配置計画」を上位計画としてお
ります。

Ｅ

12
第１章　基本計画の策
定経緯

　昭和５３年１０月の竣工から４５年が経過し、建物の老朽化が進ん
でおり、支所管内の人口が約２倍増加していることから社会状況の変
化に応じて改修の必要があることは、理解できました。

　ご意見については、「序章 鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策
定経緯・位置づけ・関係法令」－「１．基本計画の策定経緯」のグラ
フ１、グラフ２で、これまでの人口増加や、今後の人口推移について
示しており、人口に見合った庁舎への改修に取り組んでまいります。

Ｂ

13
第１章　基本計画の策
定経緯

　老朽化が進んでいると感じていたので、耐久性とともに、快適な施
設になることを期待しています。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

14
第１章　基本計画の策
定経緯

　建築４５年経過して、今後必要な補修が想定される中３０年程度延
命して使用する事は、良い方向性であると思う。

　ご意見については、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の
策定経緯・位置づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で
「本支所庁舎の保全計画において、建物目標使用年数を８０年として
いるため、令和１０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり
支所の機能を適正に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要
な整備を行う必要がある」としております。

Ｂ

15
第１章　基本計画の策
定経緯

　理解出来た。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

3
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番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

16
第１章　基本計画の策
定経緯

　庁舎自体相当の老朽化が進んでおり、早急に対策する必要性を感じ
ています。建物目標使用年数が８０年との事ですが、今回改修を大規
模に行うのであれば、もう少し長寿命化を考えていいのではないかと
も思います。

　ご意見として承ります。
なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置
づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保
全計画において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１
０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正
に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要
がある」としております。また、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修
基本計画の策定経緯・位置づけ・関係法令」－２の【基本計画の位置
づけ】で、「鹿児島市公共施設等総合配置計画」を上位計画としてお
ります。

Ｅ

17
第１章　基本計画の策
定経緯

　将来”来ない市役所”になれば、大きな建物はいらなくなるので、
そこまで費用をかけるのかとも思います。

　「第７章 工事計画」－６の【その他】で、「今後の基本設計・実施
設計段階において、維持管理のし易い機器の導入や標準的な仕様とす
ることにより、建設工事費の縮減を図ります。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ

18
第１章　基本計画の策
定経緯

　利便性が高く、より良いサービスが受けられる施設になって欲し
い。また、精度の高い情報も知りたい。

　整備内容については、「第２章　具体的な取組み」で記載しており
ますので、ご確認ください。引き続き情報発信に努めてまいります。 Ｂ

19 第２章　基本方針

　P.２　基本方針Ⅴ２行目～市民と行政の共創につながる整備～⇒～
市民と行政の共創につながるICT活用の整備～にした方がより理解でき
ると思う。

　ご意見として承ります。
　なお、基本方針は、基本構想において定めたものでありますが、ご
意見にありました、ICTの活用については、今後取組みを進めてまいり
ます。

Ｅ

20 第２章　基本方針

 基本方針に掲げられた５つの項目の柱である「安全で快適」、「機能
性・効率性」、「利便性」、「省エネ・環境・防災」、「市民と行政
の共創」は、谷山支所の現況、現状及び課題を適正に捉えており、ま
た、今後の整備内容を具体化していく上で十二分に満たした方針であ
ると思う。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

21 第２章　基本方針
 基本方針Ⅰについて、安全性と快適性の観点から提案すると、階段を
広く・明るくしてほしい。その為に、EVを現状の位置ではなく、外側
に新設（可能なら東西両方向）してはと思う。

　ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。
Ｄ

22 第２章　基本方針

  基本方針Ⅴについて、市民にとって立ち寄りたくなる場所とするた
め、屋上にベンチ等を設けたオープンスペースを計画してはと思う。
（桜島の眺望も確保したら更に良いと思う。）

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（４）の【４階】で、「市
民や職員の憩いの場として、増築部分屋上に屋外テラスを整備しま
す。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参考と
させていただきます。

Ｄ

23 第２章　基本方針

　自走式の立体駐車場を設置するなど、思い切った駐車場スペースの
確保をしてほしい。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）の
【本館駐車場計画図】で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそ
れらの対応などについて検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を
計画します。」としており、立体駐車場は考えていないところです。

Ｃ

24 第２章　基本方針
　基本方針についてはほぼ賛同致します。
　特に環境への配慮、また災害時の対応などを重視していただければ
と思います。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

25 第２章　基本方針
　市民のデータのデジタル化を進めて出来るだけ一箇所での申請でほ
ぼ全てが完了するなど、市民も職員も手間がかからない方向へ進んで
いけば、と思います。

　市民のデータのデジタル化につきましては、関係課と情報共有を図
りながら進めてまいります。 Ｂ



番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

26 第２章　基本方針
　基本方針Ⅲで利便性の高い庁舎とありますが、支所を訪れたとき
に、用事のある窓口がどこにあるのかすぐに分かるように配置案内を
していただければと思います。

　ご意見を踏まえ、分かりやすい配置案内について、今後検討してま
いります。 Ｄ

27 第２章　基本方針 　現状を分析した的確な基本方針であると考えます。 　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。 Ｂ

28 第２章　基本方針

　利便性が高く、効率的な行政事務手続きができるようお願いしま
す。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「ライフイベントに係る窓口を低層階に集約化するた
め、現在、２階に配置されている福祉課子育て支援係を１階に配置替
えします。」、「福祉課長寿福祉係で福祉のワンストップ窓口を目指
すため、長寿福祉係執務室の面積を拡げます。」としております。

Ｂ

29 第２章　基本方針

　能登半島地震があったばかりである。記載のとおり防災面に配慮し
た整備をぜひお願いしたい。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）
の【３階】、（４）の【４階】で、「分散されている防災資機材や飲
料水などの一部を谷山支所庁舎内で管理できるように、備蓄倉庫を整
備します。」としております。また、（３）の【３階】で、「災害に
強い庁舎整備を行うため、多目的室（災害対策室）を整備します。」
としております。

Ｂ

30 第２章　基本方針
　安全で快適に利用でき、効率的で機能が充実し、利便性が高く、利
用しやすい整備であることから、方針としては、良いものだと思われ
る。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

31 第２章　基本方針

　利便性を最優先で計画してほしい。 　「序章 鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置づけ・
関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で、「老朽化した庁舎を良
好な状態で長く使い続けるためには、構造物や設備の耐久性を向上さ
せるのみでなく、性能・機能を社会状況の変化により要求される水準
まで引き上げる改修を行うことが必要です。」としており利便性向上
を優先した整備に取組んでまいります。ご意見につきましては、今後
の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

32 第２章　基本方針

　利便性が高く、利用しやすい庁舎にするには、来所から用件終了ま
で、時間をかけず処理状況を”見える化”する事も必要かと思いま
す。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）の【１階】で、「福
祉課長寿福祉係で福祉のワンストップ窓口を目指すため、長寿福祉係
執務室の面積を拡げます。」としております。
ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

33 第２章　基本方針

　基本方針Ⅳの大規模災害の避難所としての機能もより充実したもの
になるよう配慮したらどうかと思います。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。避難所とし
ては、支所近隣の谷山小学校が指定されておりますが、ご意見につき
ましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

34 第２章　基本方針

　あらゆる災害・事故に対応できる、風通しが良い明るい内装にして
欲しい。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

35
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　現状の課題、整備の基本方針、課題解決の方向性は妥当なものだと
思います。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ
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番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

36
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　P.３の文中へ、「１．推進体制～鹿児島市谷山支所庁舎改修計画に
おいて、本計画の進捗状況の把握や評価を行い、必要に応じて、改修
工事等の見直しを行うなど、本計画の総合的進行管理を行います。
２．進行管理は、PDCA方式により実施します。（PDCAサイクル図を表
示する）」を記載するとよく理解できると思う。

　ご意見として承ります。

Ｅ

37
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

 整備基本方針は、谷山支所庁舎の現況、現況及び課題を十分捉え、い
ずれも市民に説得力のある方針が策定されていると考える。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

38
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

 公用車と市民の車両出入を分離できないか検討してほしい。 　「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本館駐車場計画図】
で、「来庁者の安全性や利便性を考え、庁舎に近い駐車場を来庁者用
とし、庁舎から離れている近隣地は公用車用などとしての活用を検討
します。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ

39
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

 災害に強い庁舎整備の一環として、防災ベンチ（汚水と直結したマン
ホールの上に設置し、有事の際は避難者用トイレとなる）等の設備を
設置してはと思う。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

40
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　市民用災害物資が谷山支所以外のところに保管されていることに驚
きました。今回の改修で是非、谷山支所内で保管するようにしてくだ
さい。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）
の【３階】、（４）の【４階】で、「分散されている防災資機材や飲
料水などの一部を谷山支所庁舎内で管理できるように、備蓄倉庫を整
備します。」としております。

Ｂ

41
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　いつも混んでいるイメージがありますので駐車場はできるだけ確保
して欲しいです。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。また、１－（６）【本館駐車場計画図】で、
「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについて検
討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」としており
ます。

Ｂ

42
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　年度末や年度はじめなど、現状では待ち時間がかなり長くなる場合
も多いと伺います。待合スペースを広く確保することができたら良い
と思います。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「通路を待合スペースとして使用しており、車いすやベ
ビーカーの利用者などが余裕を持って通行することができないという
現状の課題を解決するため、待合スペースと通路スペースの面積を拡
げます。」としております。

Ｂ

43
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　現況届とかで支所が混むときに、座って待つことができないことが
あるので、椅子は多く置いてほしい。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「通路を待合スペースとして使用しており、車いすやベ
ビーカーの利用者などが余裕を持って通行することができないという
現状の課題を解決するため、待合スペースと通路スペースの面積を拡
げます。」としております。

Ｂ

44
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　窓口のプライバシー配慮は必要だと思う。 　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「プライバシーの確保のため、窓口・相談カウンターに
Ｌ字型パネルブースを設置します。」としております。

Ｂ



番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

45
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　７．バリアフリー・ユニバーサルデザインへの対応について身障者
用トイレは、身障者の方が１階のみで用事が済むとも限らないので、
各階に最低でも１箇所は設置されていてほしいと感じました。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（７）の【バリアフリー・ユニ
バーサルデザインへの対応】で、「車いすやベビーカー利用者などの
全ての来庁者が快適で利用しやすい庁舎とするため、各階にバリアフ
リー・ユニバーサルデザインに対応したトイレの設置を検討する」と
しております。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

46
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　オムツがはずれたばかりの子どもたちに大人用のトイレを使用させ
ることは、子どもにとっても決して快適な環境とはいえないと思いま
すので、子ども用のトイレ（できたら洗面台）も設置されているとよ
りよいのではないかと感じました。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（７）の【バリアフリー・ユニ
バーサルデザインへの対応】で、「車いすやベビーカー利用者などの
全ての来庁者が快適で利用しやすい庁舎とするため、各階にバリアフ
リー・ユニバーサルデザインに対応したトイレの設置を検討する」と
しております。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

47
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　コロナ等の感染症対策の点から、固形石けんから液体石けんへの移
行を検討していただけますと幸いです。

　ご意見として承ります。
Ｅ

48
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　ライフイベントに係る部署を低層階に移動させたり、ICTや環境面の
配慮など時代の流れや現在の課題に対応した整備方針になっていると
考えます。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

49
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　窓口が分散して、階をまたいで移動することが少なくなるようにし
て欲しい。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「ライフイベントに係る窓口を低層階に集約化するた
め、現在、２階に配置されている福祉課子育て支援係を１階に配置替
えします。」としております。

Ｂ

50
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　駐車場を広くして欲しい。 　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。

Ｂ

51
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　待合スペースを広くして欲しい。 　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－1－（１）
の【１階】で「通路を待合スペースとして使用しており、車いすやベ
ビーカーの利用者などが余裕を持って通行することができないという
現状の課題を解決するため、待合スペースと通路スペースの面積を拡
げます。」としております。

Ｂ

52
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　素案の通り市民の利便性向上に取り組んでください 　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

53
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　今後３０年使用する為に必要な整備が盛り込まれているものだと思
われる。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

54
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　基本整備方針をもう少し具体的に。 　整備基本方針は、「窓口」など１３項目について、それぞれ整理し
たものであり、「第１章 現状・課題の整理と整備基本方針・課題解決
の方向性」－１の【現状・課題の整理と整備基本方針・課題解決の方
向性】に掲載しております。また、「第２章　具体的な取組み」でそ
れぞれ具体的な整備内容を記載しておりので、ご確認ください。

Ｅ

7



8

番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

55
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　現状と課題のうち、市民ロビーなどは災害の拠点化を考えても良い
のではないでしょうか。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

56
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　仕切りのない広い空間を執務室として使うのであれば、セキュリ
ティ上、本庁市民相談センターのようなシャッターを付けてもらった
方が良いと思います。

　「第４章 執務室等配置計画」－１－（１）の【配置計画の考え方】
で、「個人情報保護の観点から、執務室と個人情報関係書類を保管し
ているスペースの間に仕切りを設け、鍵付きのドアを設置することと
します。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ

57
第３章　現状・課題の
整理と整備基本方針

　ユニバーサルデザインの採用はとても良い。 　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

58
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　子ども福祉関係の手続きが１階に移動することで、引っ越し等に伴
う手続きを１階でほぼすべて行うことができるようになるのは、利用
する側にとってはとてもありがたいです。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「ライフイベントに係る窓口を低層階に集約化するた
め、現在、２階に配置されている福祉課子育て支援係を１階に配置替
えします。」としております。

Ｂ

59
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 P.４の７バリアフリー・ユニバーサルデザインへの対応の具体的な取
組欄へ身障者用駐車場は車いす等使用する人が多いため、雨天時など
考慮すると庁舎入口近くに設置した方がよいと思う。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（３）の
【身障者用駐車スペースの配置】で「なお、身障者駐車スペースの配
置は、庁舎のアクセスなど、安全面を考慮した場所を計画します。」
としております。

Ｂ

60
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 全体版P.２３とP.３９の身障者用駐車スペース位置が１ヶ所ちがって
表示されているがどちらが正しいのですか。

　ご意見を踏まえ、P.３９の身障者用駐車スペース位置表示を修正し
ます。 Ｅ

61
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 課題解決の方向性と具体的な取組みは、いずれも前章の整備基本方針
に基づき、隅々まで行き届いた丁寧できめ細かな取り組み等が数多く
列挙されており、改修工事完成後の新庁舎の利便性が格段に向上され
るものと大いに期待できる。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

62
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 支所周辺の道路の幅員が狭く、交通車両の流れが滞る傾向にあること
から、道路も一体的に整備してほしい。

　交通車両の流れが滞る原因の一つに、支所前の渋滞が考えられるこ
とから、駐車場台数を増やす計画としております。ご意見につきまし
ては、平成２７年に谷山支所前通線の整備が竣工していることから、
周辺道路の整備については計画しておりません。

Ｃ

63
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 市民のイベントのできるスペースを設けてほしい。 　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（２）
の【２階】で「２階に文化的価値の高い陶芸品や写真などの展示を行
う市民イベント多目的スペースを整備するとともに、臨時的な新たな
事務にも対応できるようにします。」としております。

Ｂ

64
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

 駐車場の台数増の対応として、近隣地を借りるとあるが、マンション
用地等として、売却される可能性も否定できないので、借地頼みでは
なく、自走式駐車場にする等の検討が必要と思う。

　短中期的には引き続き駐車場のニーズが高いと思われるが、長期的
には行政のデジタル化が進み、来庁者が少なくなることも想定される
ことから、コストのかかる立体駐車場の設置については計画に盛り込
まない。

Ｃ

65
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　Wi-Fiは、来場した市民も使えるようにして欲しいです。  業務用のWi-Fi環境を整備する予定としておりますが、来庁者向けの
Wi-Fi環境については、今後の取り組みの参考とさせていただきます。

Ｄ
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66
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　災害発生時にちゃんと庁舎としての機能が果たせるように災害に対
する設備を充実させて欲しい。

　ご意見については、「第２章 具体的な取組み」－１－（９）で、
「また、災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡充、非
常用汚水槽の整備を行います。」としております。

Ｂ

67
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　災害時は近隣の市民の避難場所として活用できるスペースがあれば
よいと思います。
　会議室などだけではなく待合スペースを区切って避難所として利用
したり、駐車場に緊急時利用できる仮設トイレを設置できるようにす
る、屋内だけでなく屋外でも煮炊きができる水道設備を設置する、な
どです。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。避難所とし
ては、支所近隣の谷山小学校が指定されておりますが、ご意見につき
ましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

68
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　支所近くの国道が支所の駐車場待ちの車の影響で混雑することがあ
るので、駐車場を広くすることには賛成です。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。

Ｂ

69
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　２．市民ロビーなど待合スペースについて、座席数を増やすことで
どうしても来庁者の方どうしの間隔が近くなってしまうように感じま
した。車いすを利用されている方（または、その付き添いの方）やベ
ビーカーを使用されている保護者の方は時に車いすやベビーカーが他
の来庁者の方の迷惑になっているのではないか？と気になることもあ
ると思うので、そのような方々が安心して順番を待っていられるよう
な広めのスペースがひと区画でも設けてあると、より快適に施設の利
用ができるのではないかと感じました。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）の【１階】で「通路
を待合スペースとして使用しており、車いすやベビーカーの利用者な
どが余裕を持って通行することができないという現状の課題を解決す
るため、待合スペースと通路スペースの面積を拡げます。」としてお
ります。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただき
ます。

Ｄ

70
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　谷山支所での一番の課題は、特に３月、４月の異動時期の駐車場の
空きスペースであると考えるので、現状以上のスペースを確保したう
えで、近隣地を借り受けるのは全面的に賛成します。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。また、１－（６）【本館駐車場計画図】で、
「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについて検
討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」としており
ます。

Ｂ

71
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　ライフイベントに係る窓口が集約され、待合スペースが広くなるの
はいいと思う。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

72
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　駐車台数が増えて欲しい。 　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。また、１－（６）【本館駐車場計画図】で、
「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについて検
討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」としており
ます。

Ｂ

9
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73
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　人口増に伴い支所利用者が増加している。記載のとおり、ぜひ、駐
車場の増加をお願いします。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。また、１－（６）【本館駐車場計画図】で、
「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについて検
討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」としており
ます。

Ｂ

74
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　一連の手続きに必要な窓口を集約して配置し、プライバシーにも配
慮し、職員の休憩スペースも拡充するものであることから、課題は解
決されると思われる。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

75
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　市民に影響の大きい具体的な取組みの細かい説明をしてほしい。 　概要版では、情報をコンパクトにまとめており、ご不便をおかけし
ました。本編の「第２章　具体的な取組み」で具体的な整備内容を記
載しておりますのでご確認ください。

Ｅ

76
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　執務室はOAフロアが望ましいが、あわせて重要書類などの保管場所
の確保は必要と思います。それに付随して執務室に時間外に容易に入
れないようシャッター等を付けるべきと思います。喜入支所のように
完全なシャッターでも可と思います。

　「第４章 執務室等配置計画」－１－（１）の【配置計画の考え方】
で、「個人情報保護の観点から、執務室と個人情報関係書類を保管し
ているスペースの間に仕切りを設け、鍵付きのドアを設置することと
します。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ

77
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　Wi-Fiの設備は大事ですね。 　ご意見については、「第２章 具体的な取組み」－１－（６）の【Ｉ
ＣＴ・電話関連】で「全フロアＷｉ－Ｆｉ環境整備を実施し、ＰＣな
どの電子機器を有線からＷｉ－Ｆｉへ切替えます。」としておりま
す。

Ｂ

78
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　火災や地震対策のための設備を充実して欲しいです。 　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

79
第４章　課題解決の方
向性と具体的な取組み

　駐車場をもっと広くして欲しい。車の出入りがあまりにも狭いの
で。

　「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本館駐車場計画図】
で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについ
て検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」として
おります。駐車場の出入り口については、今後の取組の参考とさせて
いただきます。

Ｄ

80
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

 P.７　災害用トイレの排水を確保するため、停電時水が出ない場合を
考え、屋上へ非常用タンク（災害時のみ使用できる）を設置する必要
があると思う。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（９）の【防災・危機管理面への
対応】で、「災害時の施設機能確保のため、非常用発電機の機能拡
充、非常用汚水槽の整備を行います。」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

81
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　私ども市民が利用しやすい各執務室の配置、各待合スペースの設置
がされていると思う。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

82
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　近隣地を利用しての駐車スペースの拡大、表示板、ゲートの設置等
は大いに評価できる。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

83
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

 災害に備えるために、災害機能の充実と防災資材の備蓄をしてほし
い。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）
の【３階】、（４）の【４階】で、「分散されている防災資機材や飲
料水などの一部を谷山支所庁舎内で管理できるように、備蓄倉庫を整
備します。」としております。また、（３）の【３階】で、「災害に
強い庁舎整備を行うため、多目的室（災害対策室）を整備します。」
としております。

Ｂ
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84
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

 庁舎のランニングコストを低減させるため、太陽光など自然エネル
ギー由来の電力を活用してほしい。

　ご意見については、「第２章 具体的な取組み」－１－（８）の【環
境面への対応】で「再生可能エネルギーである太陽光発電設備（太陽
光発電パネル）を設置し、庁舎内電力としての
利用を検討します。」としております。

Ｂ

85
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

 屋外テラスの他にも敷地内に市民の憩いの場となるスペースを確保し
てほしい。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）の【３階】、（４）
の【４階】で、「市民や職員の憩いの場として、増築部分屋上に屋外
テラスを整備します。」としております。ご意見につきましては、今
後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

86
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

 特に言うことはないが、本庁が大規模災害により機能しなくなった場
合でも対応できるように計画してほしい。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）
の【３階】で、「災害に強い庁舎整備を行うため、多目的室（災害対
策室）を整備します。」としております。

Ｂ

87
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　駐車場出入口がゲートバーで無人になるようですが、故障した際に
すぐ対処してください。とても不安です。

　「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本館駐車場計画図】
で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについ
て検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」として
おります。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

88
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　執務室等についてはわかりやすいレイアウトになっていると思いま
す。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

89
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　駐車場が足りるのか、と心配になります。以前マイナンバー手続き
で混み合った時期に、駐車場待ちの車が国道まで大渋滞しており、か
なり大変だったことがあります。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。

Ｂ

90
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　子育て支援係を１階に配置換えすることには賛成ですが、待合席も
十分に確保するようにお願いします。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「通路を待合スペースとして使用しており、車いすやベ
ビーカーの利用者などが余裕を持って通行することができないという
現状の課題を解決するため、待合スペースと通路スペースの面積を拡
げます。」としております。

Ｂ

91
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　市民イベントスペースで地域の町内会活動や学校の展示発表などで
きるとよいです。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（２）
の【２階】で「２階に文化的価値の高い陶芸品や写真などの展示を行
う市民イベント多目的スペースを整備するとともに、臨時的な新たな
事務にも対応できるようにします。」としております。

Ｂ

92
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　ベビールームの整備に関心を持ちました。（保護者の方が手続きを
する際に一時預かりをしてくれるような場所にするのか、保護者の方
と遊びながら順番を待っていられるような場所にするのか、など）。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）の【１階】で「こど
も関連窓口付近に、乳幼児連れの来庁者のための、ベビールームなど
を整備します。」としております。ご意見につきましては、今後の取
組の参考とさせていただきます。

Ｄ

93
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　支所にはどうしても利用する度に緊張してしまうというイメージが
あるので（あまり明るくない、難しい書類が多いなど）そのようなイ
メージを払拭するためにも明るく温かみのある内装が実現できれば、
より足を運びやすい施設になるのではないかと感じました。

　基本方針において、「Ⅰ安全で快適に利用できる整備」という方針
を示しており、待合室等の快適な環境整備についても検討してまいり
ます。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきま
す。

Ｄ

94
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　既に述べましたが、ライフイベントに関する部署を低層階に集中す
ることはいい案だと考えます。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「ライフイベントに係る窓口を低層階に集約化するた
め、現在、２階に配置されている福祉課子育て支援係を１階に配置替
えします。」、（２）の【２階】で「ライフイベントに係る窓口を低
層階に集約化するため、現在、４階に配置されている学務課谷山分室
を２階に配置替えします。」としております。

Ｂ

11
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95
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　支所からコンビニまでは遠いので、売店も設置予定になっているこ
とは嬉しい限りです。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「市民の利便性向上のため、売店等を整備します。」と
しております。

Ｂ

96
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　子育て支援係を１階に配置は、とても良い。乳児を連れて手続に行
く時、ベビーカーや荷物があり、上の子（幼児）にも目配りしてい
た。階を移動しなくて済むのは助かる。女子トイレやベビールームが
近く、幼児の急なトイレや、乳児の急なオムツ替えに対応でき、安
心。

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）
の【１階】で「ライフイベントに係る窓口を低層階に集約化するた
め、現在、２階に配置されている福祉課子育て支援係を１階に配置替
えします。」、「こども関連窓口付近に、乳幼児連れの来庁者のため
の、ベビールームなどを整備します。」としております。

Ｂ

97
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　トイレに幼児が手を洗いやすい低い洗面台があると便利だと思う。 　「第２章 具体的な取組み」－１－（７）の【バリアフリー・ユニ
バーサルデザインへの対応】で、「車いすやベビーカー利用者などの
全ての来庁者が快適で利用しやすい庁舎とするため、各階にバリアフ
リー・ユニバーサルデザインに対応したトイレの設置を検討する」と
しております。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

98
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　子育て待合に、遊ばせながら待てるスペースがあるといいと思う。 　　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－
（１）の【１階】で「こども関連窓口付近に、乳幼児連れの来庁者の
ための、ベビールームなどを整備します。」としております。

Ｄ

99
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　谷山支所は駐車場が混んでいる印象なので、駐車スペースが広くな
り、駐車場内の空き状況が分かる表示板や誘導方法など快適な駐車場
になりそうで、とても良いと思う。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）の
【必要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想に
て算出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車ス
ペースを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討
します。」としております。

Ｂ

100
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　複数の手続きをする時に、窓口の移動が動きやすい動線になるよう
配置されているように思う。売店もあり、待合スペースも広く感じら
れる。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

101
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　能登半島地震があった。災害は、いつどの程度の被害がでるかわか
らないので、記載のとおり災害対策室整備は是非お願いします

　ご意見については、「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（３）
の【３階】で、「災害に強い庁舎整備を行うため、多目的室（災害対
策室）を整備します。」としております。

Ｂ

102
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　駐車場の出入口が混雑することから、国道側にも出入口を作り、渋
滞の解消を図りたい。

　「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本館駐車場計画図】
で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについ
て検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」として
おります。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

103
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　来庁者に配慮した分かりやすい配置にもっとしてほしい。 　「第４章 執務室等配置計画」－１－（１）の【配置計画の考え方】
で、「高齢者や障害者、ベビーカーを利用する子育て世帯など様々な
来庁者に配慮した分かりやすい配置とします。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

104
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　概ね、賛成できますが、エレベーターが１基しかないのは気になり
ます。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－1－（１）の【１階】で「ライ
フイベントに係る窓口を低層階に集約化するため、現在、２階に配置
されている福祉課子育て支援係を１階に配置替えします。」としてお
り来庁者の多い課などを１階に集約し利便性の向上に努めることとし
ております。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていた
だきます。

Ｄ



番号 項目 意　見 対応状況 対応区分

105
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　市民イベントスペースの日常の使い方など気になります。 　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（２）の【２階】で「２階
に文化的価値の高い陶芸品や写真などの展示を行う市民イベント多目
的スペースを整備するとともに、臨時的な新たな事務にも対応できる
ようにします。」としております。ご意見につきましては、今後の取
組の参考とさせていただきます。

Ｄ

106
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　増築することによって、真ん中のスペースは採光が充分取れるので
しょうが、広がる割には倉庫スペースが少ないと思います。

　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（２）の【２階】で、「別
館保管書類などの保管場所確保のため、倉庫を整備します。」として
おります。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｂ

107
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　駐車場は広げることになりますが、国道からの侵入ができるか気に
なります。

　「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本館駐車場計画図】
で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについ
て検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」として
おります。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

108
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　待合室って暗くてあまり綺麗なイメージがしない。設備も昭和な感
じがします。

　基本方針において、「Ⅰ安全で快適に利用できる整備」という方針
を示しており待合室の快適な環境整備についても検討してまいりま
す。ご意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきま
す。

Ｄ

109
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　売店や食堂とかあれば良いですね。 　「第３章 ゾーニング・動線計画」－１－（１）の【１階】で「市民
の利便性向上のため、売店等を整備します。」としております。ご意
見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

110
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　ライフイベントってどんなことをするんですか。 　ライフイベントとは、出生、就学、転居、結婚、出産等、生涯で経
験すると予想される出来事のことを指します。ご意見の趣旨を踏ま
え、用語解説を付けるなど、分かりやすい計画となるようにしてまい
りたいと考えております。

Ｅ

111
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　会議室とは別に、リモート会議室のための個人スペースを設置して
ほしい。

　「第２章 具体的な取組み」－１－（４）の【会議室・相談室】で、
「災害対策室として整備するスペースを、通常時は会議室として活用
し、慢性的な会議室不足を解消します。」としております。ご意見に
つきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

112
第５章　執務室等配置
計画・外構計画

　本庁に比べて交通の便が悪いので、駐車場スペースはぜひとも広げ
ていただきたいです。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（２）【必
要利用台数の確保】で「駐車場の必要台数について、基本構想にて算
出したとおり、現状以上の駐車台数を目指します。また、駐車スペー
スを現状よりも多く確保するため、隣地を借り受けることも検討しま
す。」としております。また、１－（６）【本館駐車場計画図】で、
「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれらの対応などについて検
討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画します。」としており
ます。

Ｂ

113 第６章　仮設庁舎計画
　手続きによって建物が複数に分かれるので、建物入り口に手続き場
所の案内をわかりやすく掲示していただきたいです。

　市民の方が利用しやすいように工夫した案内図等を、分かりやすい
場所に配置するなど、今後の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ

114 第６章　仮設庁舎計画
 P.１０　仮庁舎の駐車場配置図の中へ公用車２７台の指定場所を表示
した方がよいと思う。

　市民の駐車スペースを確保することを優先していることから、現時
点では２７台の表示はないところですが、今後の取組みの中で検討を
進めてまいります。

Ｄ

13
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115 第６章　仮設庁舎計画

 改修工事期間中における多くの課題を踏まえ、仮設庁舎を慈眼寺寿光
園跡地に設置する計画を策定したことは大いに理解できる。

　ご意見については、「第６章 仮設庁舎設置計画」－２の【仮設庁舎
設置場所・規模】で「仮設庁舎設置場所は、支所からも比較的近い距
離（約１,３００ｍ）にあり、ＪＲ慈眼寺駅から約３３０ｍ、市営１４
番線慈眼寺公園前からも約２８０ｍと公共交通機関の利便性が良い場
所である、慈眼寺東公園横の慈眼寺寿光園跡地（市有地）とし、規模
については、現状の支所機能に対応できる必要最低限の面積としま
す。」としております。

Ｂ

116 第６章　仮設庁舎計画

 市民の利便性が低下しないよう配慮してほしい。谷山駅と慈眼寺駅、
狭いエリアに２つも駅がある利点を活かして、一部の行政サービスを
駅近くで行う等の工夫をしてほしい。

　仮設庁舎への移転時におけるＪＲの駅付近での行政サービスの実施
は検討しておりませんが、「第６章 仮設庁舎設置計画」－５の【民間
施設などの活用】で、「民間施設などで活用可能な施設を調査し、仮
設規模縮小化を検討します。」としております。ご意見につきまして
は、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

117 第６章　仮設庁舎計画

　仮設庁舎を建て、改修が終わった支所に戻ってくるのは普通考えて
手間とお金がかかるような気がしますが、できるだけ経費節減に努め
てください。

　「第６章 仮設庁舎設置計画」－５の【民間施設などの活用】で、
「民間施設などで活用可能な施設を調査し、仮設規模縮小化を検討し
ます。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参考
とさせていただきます。

Ｄ

118 第６章　仮設庁舎計画
　特に異論はありません。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

119 第６章　仮設庁舎計画

　支所を利用するときは自動車なので、距離的には問題ないと思いま
す。駐車場は十分に確保していただきたいです。

　ご意見については、「第６章 仮設庁舎設置計画」－４の【仮設庁舎
駐車場・駐輪場計画】で「仮設庁舎建設予定地は、交差点からの距離
が約８０ｍ（既存庁舎は約１４０ｍ）と短く、渋滞発生時には、多く
の市民に影響を及ぼすことから、渋滞発生を未然に防ぐため、慈眼寺
東公園敷地の一部を仮設庁舎用駐車場として整備し、一定期間使用す
る計画とします。」としております。

Ｂ

120 第６章　仮設庁舎計画

　支所に保管されている膨大な量の大切な書類が仮設庁舎へ持ち出さ
れる際、それらの書類の大切な情報がどのようにして守られていくの
かが気になりました。「このような対策を講じた上で持ち出しを行い
ます。」など市民の方々に分かりやすい形でその内容を開示していた
だけると、より安心して仮設庁舎の使用期間を迎えられるのではない
かと感じました。

　書類の持ち出し方法については、現時点で決まっておりませんが、
ご意見を参考に今後検討してまいります。

Ｄ

121 第６章　仮設庁舎計画

　A棟、B棟、Ｃ棟と棟が分かれていて各種手続をするのに移動しなけ
ればならないというのが平面図をみた第一印象ですが、上下階の移動
ではなく横の移動であり、また仮設庁舎であることを考えると、やむ
を得ないと思います。

　ご意見については、「第６章 仮設庁舎設置計画」－３の【仮設庁舎
執務室配置計画】で「執務室の配置は、来庁者が多い市民課、総務課
相談係、福祉課、税務課を１階に配置し、１階に配置した課と比べ来
庁者が少ない総務課地域振興係、保護課、谷山建設課、谷山農林課、
農業委員会、環境衛生課、学務課は２階に配置する計画とします。ま
た、車いすやベビーカーを利用される来庁者のためにＥＶを１台設置
し、３棟の２階部分を渡り廊下で繋ぐ計画とします。」としておりま
す。

Ｂ
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122 第６章　仮設庁舎計画

　工事中の来庁者の安全を考えると、改修期間中は仮設庁舎で運営す
ることが望ましい。

　ご意見については、「第６章 仮設庁舎設置計画」－１の【仮設庁舎
設置計画】で「基本構想に基づき検討した結果、改修期間中は「給排
水管の更新において、フロア毎など部分切り替えは難しいため、庁舎
全体で上下水道が使用できない状況となり、職員だけでなく来庁者も
不便を感じる状況となること」及び「工事車両と来庁者車両の動線を
分離することが難しい」などといった事由から、庁舎運営を継続しな
がらの改修は難しく、一時的に別途仮設庁舎に全ての支所機能を移設
することが望ましいという結論に至りました。そのため、来庁者・職
員の健康面と安全性確保や改修工事期間の縮減などを勘案し、支所敷
地外に仮設庁舎を設置します。」としております。

Ｂ

123 第６章　仮設庁舎計画

　仮設であるが車椅子やベビーカー利用者を考慮することは望まし
い。

　ご意見については、「第６章 仮設庁舎設置計画」－３の【仮設庁舎
執務室配置計画】で「車いすやベビーカーを利用される来庁者のため
にＥＶを１台設置し、３棟の２階部分を渡り廊下で繋ぐ計画としま
す。」としております。

Ｂ

124 第６章　仮設庁舎計画

　１年程度の期間であることから、必要最小限の仮設庁舎として、節
約できるものは節約すべきである。

　「第６章 仮設庁舎設置計画」－５の【民間施設などの活用】で、
「民間施設などで活用可能な施設を調査し、仮設規模縮小化を検討し
ます。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参考
とさせていただきます。

Ｄ

125 第６章　仮設庁舎計画

　来庁時に不便を感じることがないようにしてほしい。 　「第６章 仮設庁舎設置計画」－３の【仮設庁舎執務室配置計画】で
「執務室の配置は、来庁者が多い市民課、総務課相談係、福祉課、税
務課を１階に配置し、１階に配置した課と比べ来庁者が少ない総務課
地域振興係、保護課、谷山建設課、谷山農林課、農業委員会、環境衛
生課、学務課は２階に配置する計画とします。また、車いすやベビー
カーを利用される来庁者のためにＥＶを１台設置し、３棟の２階部分
を渡り廊下で繋ぐ計画とします。」としております。ご意見につきま
しては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

126 第６章　仮設庁舎計画

　仮設庁舎の建設は止むを得ないと思いますが、公共交通機関がある
のか、あっても便が少ないのではないでしょうか。場所の案内を充分
にやるべきと思います。

　「第６章 仮設庁舎設置計画」－２の【仮設庁舎設置場所・規模】
で、「仮設庁舎設置場所は、支所からも比較的近い距離（約1,300ｍ）
にあり、ＪＲ慈眼寺駅から約330ｍ、市営14 番線慈眼寺公園前からも
約280ｍと公共交通機関の利便性が良い場所である、慈眼寺東
公園横の慈眼寺寿光園跡地（市有地）」としております。ご意見につ
きましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

127 第６章　仮設庁舎計画

　手狭ならば、建設局などは谷山都市整備課の建物への移転も考えた
らいかがでしょう。

　「第６章 仮設庁舎設置計画」－５の【民間施設などの活用】で、
「民間施設などで活用可能な施設を調査し、仮設規模縮小化を検討し
ます。」としております。ご意見につきましては、今後の取組の参考
とさせていただきます。

Ｄ

128 第７章　概算工事費
 全体版P.５２　６その他１１行目～建設工事費の増加が続いて～、今
後も建設工事費の増加が続く～⇒増加でなく、高騰がよいと思う。

　ご意見を踏まえ、建設費工事費の高騰に修正します。
Ａ

129 第７章　概算工事費

 概算工事費に対しては特に異論はないが、今後、建設業の２０２５年
問題等、予期せぬ課題が生じた際は、関係部署と十分協議し、綿密な
対応等を講じていただきたい。

　「第７章 工事計画」－６の【その他】で、「今後の基本設計・実施
設計段階において、維持管理のし易い機器の導入や標準的な仕様とす
ることにより、建設工事費の縮減を図ります。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

15
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130 第７章　概算工事費

　多大な経費がかかりますので、今後長期間このような改修をおこな
わないようにしっかりとした庁舎が完成することに期待します。

　ご意見については、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の
策定経緯・位置づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で
「本支所庁舎の保全計画において、建物目標使用年数を８０年として
いるため、令和１０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり
支所の機能を適正に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要
な整備を行う必要がある」としております。

Ｂ

131 第７章　概算工事費 　特に異論はありません。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。 Ｅ

132 第７章　概算工事費

　金額についてはよくわかりませんが、駐車場も含めて使い勝手のよ
い庁舎にしていただきたいです。

　ご意見については、「第５章 駐車場・外構計画」－１－（６）【本
館駐車場計画図】で、「基本構想、基本計画で駐車場の課題やそれら
の対応などについて検討した結果、隣地の活用、ゲートの設置を計画
します。」としております。

Ｂ

133 第７章　概算工事費
　他都市の同規模の施設改修と比較してみないと概算工事費が妥当で
あるかどうかは断言しかねます。しかしながら、今回提示された案は
かなりの改修規模なので、概ね適切であると考えます。

　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

134 第７章　概算工事費

　適正な工事費となるようお願いします。 　「第７章 工事計画」－６の【その他】で、「今後の基本設計・実施
設計段階において、維持管理のし易い機器の導入や標準的な仕様とす
ることにより、建設工事費の縮減を図ります。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

135 第７章　概算工事費

　工事費が適正なものであるかは、判断できないが、色々な要因で膨
らむ傾向にあると思われるので、精査して欲しい。

　「第７章 工事計画」－６の【その他】で、「今後の基本設計・実施
設計段階において、維持管理のし易い機器の導入や標準的な仕様とす
ることにより、建設工事費の縮減を図ります。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

136 第７章　概算工事費

　仮庁舎の費用が総額の１/４になっているが、現庁舎より、利便性の
ある場所に新庁舎移転の検討はなかったのか？

　ご意見として承ります。
「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置づけ・
関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保全計画
において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１０ 年度
竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正に保
ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要があ
る」としております。なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本
計画の策定経緯・位置づけ・関係法令」－２の【基本計画の位置づ
け】で、「鹿児島市公共施設等総合配置計画」を上位計画としており
ます。

Ｅ

137 第７章　概算工事費

　３２億の概算工事費が、いくらに膨れ上がるのか心配です。 　「第７章 工事計画」－６の【その他】で、「今後の基本設計・実施
設計段階において、維持管理のし易い機器の導入や標準的な仕様とす
ることにより、建設工事費の縮減を図ります。」としております。ご
意見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

138 第７章　概算工事費 　費用の方は問題ありません。 　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。 Ｂ

139
第８章　工事スケ
ジュール

 現庁舎から仮設庁舎への移転のための業務や、仮設庁舎から改修後の
庁舎への移転のための業務をスケジュール表に記載した方が理解でき
ると思う。

　ご意見を踏まえ、「第７章　工事計画」に移転の時期を記載しま
す。 Ａ

140
第８章　工事スケ
ジュール

　特に意見なし。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ
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141
第８章　工事スケ
ジュール

　お金がかかった仮設庁舎について２０２８年度解体となっています
が、有効利用等はないのでしょうか？

　ご意見については、「第７章 工事計画」－２の【工事スケジュー
ル】で、「令和１０年度解体」としており有効活用等は考えておりま
せん。

Ｅ

142
第８章　工事スケ
ジュール

　特に異論はありません。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

143
第８章　工事スケ
ジュール

　仮設庁舎の期間が１年超となるようですが、その期間の支所の使い
勝手が今程度に確保されていれば、特に問題ないと思います。

　「第６章 仮設庁舎設置計画」－２の【仮設庁舎設置場所・規模】で
「規模については、現状の支所機能に対応できる必要最低
限の面積とします。」としております。ご意見につきましては、今後
の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

144
第８章　工事スケ
ジュール

　「もう少し時間があれば、こんなミスは起こらなかったのに…。」
とならないような、ゆとりある各工事スケジュールになっていたら大
丈夫だと思います。全てのスケジュールが滞りなく行われますよう心
よりお祈り申し上げます。				

　「第７章 工事計画」－２の【工事スケジュール】で、「基本設計の
段階で各工事のスケジュールを調整します。」としております。ご意
見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ

145
第８章　工事スケ
ジュール

　無理がない工事スケジュールであると考えます。 　賛同のご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｂ

146
第８章　工事スケ
ジュール

　必要なものが全て設置されるよう時間をかけて丁寧に設計してくだ
さい。

　「第７章 工事計画」－２の【工事スケジュール】で、「基本設計の
段階で各工事のスケジュールを調整します。」としております。ご意
見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

147
第８章　工事スケ
ジュール

　トイレ排水の改修が急務となっているので、スケジュールを遅らせ
ることのない様にして欲しい。

　「第７章 工事計画」－２の【工事スケジュール】で、「基本設計の
段階で各工事のスケジュールを調整します。」としております。ご意
見につきましては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

148
第８章　工事スケ
ジュール

　仮庁舎への移転は繁忙期にあたらないように留意すべきと思いま
す。

　繁忙期を踏まえた移転スケジュールを予定しています。ご意見につ
いては、今後の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ

149
その他、計画全般につ
いて

　計画素案の第１章では「教育委員会」、第２章以降では「学務課谷
山分室」と表記されていますが、同じ部署かと思うので、どちらかに
統一した方がいいのではないでしょうか。

　ご意見を踏まえ、「教育委員会」を「学務課谷山分室」に修正しま
す。 Ａ

150
その他、計画全般につ
いて

　一市民として、谷山支所の利用は年に数回程度、しかも継続的に通
う場所でもありません。現在の庁舎で機能は充分果たされていると感
じます。多額の費用と不便さ（仮庁舎含めて）をかけてまで行う必要
性はないと思います。必要最低限の改修工事に抑えるなど、基本計画
の見直しを強く要望いたします。

　ご意見として承ります。
なお、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画の策定経緯・位置
づけ・関係法令」－１の【基本計画の策定経緯】で「本支所庁舎の保
全計画において、建物目標使用年数を８０年としているため、令和１
０ 年度竣工予定の改修工事後、３０年程度にわたり支所の機能を適正
に保ち、安全かつ快適に利用できる庁舎として必要な整備を行う必要
がある」としております。また、「序章　鹿児島市谷山支所庁舎改修
基本計画の策定経緯・位置づけ・関係法令」－２の【基本計画の位置
づけ】で、「鹿児島市公共施設等総合配置計画」を上位計画としてお
ります。

Ｅ

151
その他、計画全般につ
いて

　計画素案P１０の回収部数は申請書の回収部数でしょうか？
また、異動・印鑑登録の窓口利用件数は通常期と異動時期で同じ件数
間違いないでしょうか？通常期と異動時期の待ち時間も同じなので、
窓口の混雑状況に変わりがない印象を受けます。

　計画素案P１０の回収部数は、来庁者利用状況調査に使用した調査票
の枚数になります。来庁者にご協力いただいた調査の結果、異動・印
鑑登録の窓口利用件数は通常期と異動時期で同じ件数となっておりま
す。

Ｅ

152
その他、計画全般につ
いて

 計画の中に、ゼブオリエンテッド、ゼブレディ、ニアリゼブ、デジタ
ル・トランスフォーメーション、アルファ米、ゾーニング、動線計
画、フレキシブル、工事ローリング計画、ファンコイルユニット、
キュービクル、パーキングパーミットなど専門語があり、わかりにく
いので、注釈すれば理解しやすい。

　ご意見の趣旨を踏まえ、カタカナ語など、分かりにくいと考えられ
る言葉がないか、改めて精査したうえで、用語解説を付けるなど、分
かりやすい計画となるようにしてまいりたいと考えております。 Ｅ

17
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153
その他、計画全般につ
いて

 地域住民が待ち望んでいる谷山支所庁舎改修の具体的な計画が策定さ
れたことは大きな一歩前進であると喜ぶと共に、この間の関係職員の
ご尽力に敬意を表します。竣工はまだ先の事ですが今後も地域住民の
理解のもと、「谷山に住んでよかった」と思えるような庁舎改修、ま
ちづくりを推進してほしい。

　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

154
その他、計画全般につ
いて

 昨今の社会情勢から、庁舎の建築等に反対の声が多くなっていると思
うが、県都鹿児島市の人口の多くを支える支所であるので、自信を
持って整備してほしい。整備した後に良いものが出来たと思えるよう
頑張ってほしい。

　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

155
その他、計画全般につ
いて

　子育て世代から勤労者世代、高齢者まで、どの年代の市民も利用し
やすい庁舎ができれば良いかな、と思います。

　ご意見については、「第４章 執務室等配置計画」－１－（１）の
【配置計画の考え方】で「高齢者や障害者、ベビーカーを利用する子
育て世帯など様々な来庁者に配慮した分かりやすい配置とします。」
としております。

Ｂ

156
その他、計画全般につ
いて

　環境への配慮と災害時に利活用できる谷山支所が実現することを
願っております。

　ご意見については、「第２章 具体的な取組み」－１－（８）で、
「ゼロカーボンシティかごしまの実現に向け、さらなる環境面の取組
みとして、ＺＥＢ化を検討します。また、再生可能エネルギーの導入
のため、太陽光発電の設置を検討します。」としており環境への配慮
に努めてまいります。また、（９）で、「災害時の施設機能確保のた
め、非常用発電機の機能拡充、非常用汚水槽の整備を行います。」と
しております。

Ｂ

157
その他、計画全般につ
いて

　関係職員さんのご努力で素晴らしい改修計画が完成したと思いま
す。ありがとうございます。供用開始までの道のりはまだまだ長いで
すが、他都市にも誇れる立派な支所が完成するのを楽しみにしていま
す。

　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

158
その他、計画全般につ
いて

　次の世代に誇れる谷山支所の庁舎改修を成し遂げていただきたい。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

159
その他、計画全般につ
いて

　アンケートは難しくないのが嬉しい。難しい資料だった。実はあま
り分かっていない。すみません。

　ご意見の趣旨を踏まえ、用語解説を付けるなど、分かりやすい計画
となるようにしてまいりたいと考えております。 Ｅ

160
その他、計画全般につ
いて

　新庁舎の完成により、谷山地区のシンボリックな建物になったら良
いと思います。安普請なものにならないようにお願いします。

　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ

161
その他、計画全般につ
いて

　谷山支所が今の時代に合った最新の施設になることを望みます。 　ご意見として承り、計画の策定・推進に取り組みます。
Ｅ


